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やなぎ美智子からのお便り
事務所：市川市鬼高2－5－16 清央荘101号室

メールアドレス：kangoshi@hotmail.co.jp やなぎ携帯：090－1508－7120

無料法律相談
10月11日（火）11月8日（火） 午後２時～５時

市役所第一庁舎６階共産党控室
相談を希望される方は事前予約が必要です。市役所共産党控室か、やなぎ美智子にご連絡ください。

電話：047ー334-1111（内線18218）

安
倍
元
首
相
の

国
葬
強
行
は
許
せ
な
い

さようなら戦争・さようなら原発・国葬反対大集会

9月19日、代々木公園に13,000人が参加

安倍元首相の国葬反対！中止を求める市川共同行動

9月18日、市内6駅で同時開催、写真上は下総中山駅

国葬中止を求める署名を提出、浅野ふみ子県議候補

泉、徳武市議候補が参加 9月22日、参議院議員会館

9
月
27
日
、
安
倍
元
首
相
の

国
葬
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
ど

の
世
論
調
査
で
も
、
６
割
が
反

対
し
て
い
ま
す
。
国
葬
の
法
的

根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
倍
氏

を
特
別
扱
い
す
る
の
は
法
の
下

の
平
等
を
定
め
た
憲
法
に
違
反

し
ま
す
。
費
用
の
全
て
を
国
民

の
税
金
で
賄
う
の
は
、
弔
意
の

強
制
で
内
心
の
自
由
を
定
め
た

憲
法
に
違
反
し
ま
す
。
16
億
円

を
は
る
か
に
上
回
る
費
用
に
つ

い
て
、
国
会
で
審
議
し
な
い
の

は
財
政
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
違

反
で
す
。

安
倍
政
権
は
、
森
友
・
加
計
・

桜
問
題
で
う
そ
の
答
弁
を
繰
り

返
し
て
き
ま
し
た
。
閣
議
決
定

で
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

容
認
し
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
で
、
格
差
が
拡
大
し
ま
し
た
。

岸
田
首
相
は
、
安
倍
氏
の
首
相

在
任
期
間
の
長
さ
を
国
葬
の
根

拠
に
し
て
い
ま
す
が
、
悪
政
を

重
ね
た
８
年
８
か
月
で
す
。

全
国
各
地
の
議
会
で
、
国
葬

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
体
首
長

の
国
葬
参
列
へ
の
抗
議
、
公
費

を
使
う
な
と
の
声
も
巻
き
起
こ

り
ま
し
た
。

全
国
44
都
道
府
県
庁

舎
で
、
半
旗
や
弔
旗
の

掲
揚
が
行
わ
れ
、
国
民

一
人
一
人
に
弔
意
を
間

接
的
に
強
制
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

国
葬
当
日
、
国
会
前

や
全
国
各
地
で
、
抗
議

行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大集会に参加のやなぎ



9月議会で代表質問にたちました
９月６日、９項目にわたり、市の課題に対する質問を行いました

〇
安
倍
元
首
相
の
国
葬

（
や
な
ぎ
）
国
民
的
な
合
意
が
な

く
、
法
的
根
拠
も
あ
い
ま
い
な
国

葬
に
反
対
だ
。
物
価
高
で
苦
し
む

国
民
の
税
金
で
、
巨
額
の
経
費
を

全
て
賄
う
国
葬
に
、
市
内
で
も
反

対
の
共
同
行
動
が
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
市
の
対
応
は
？

(

答
弁
）
現
時
点
で
、
市
と
し
て

対
応
を
行
う
予
定
は
な
い
。
国
や

県
か
ら
の
通
知
、
そ
の
他
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

○
市
内
上
空
の
自
衛
隊
機

飛
行

（
や
な
ぎ
）
オ
ス
プ
レ
イ
、
哨
戒

機
な
ど
、
自
衛
隊
機
の
市
内
上
空

飛
行
に
市
民
の
不
安
が
あ
る
。

事
前
に
市
民
に
知
ら
せ
る
な
ど
、

市
の
対
応
は
？

（
答
弁
）
出
来
る
こ
と
は
や
る
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
無
症
状
者
に
、
無
料

で
、
抗
原
キ
ッ
ト
の
配
布
を

（
や
な
ぎ
）
他
の
自
治
体
で
の
、

無
料
配
布
は
、
住
民
か
ら
好
評
を

得
て
い
る
。
市
の
対
応
は
？

（
答
弁
）
県
で
、
無
症
状
者
に
、

無
料
検
査
が
実
施
さ
れ
、
濃
厚
接

触
者
は
、
陽
性
者
登
録
セ
ン
タ
ー

で
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
無
償
配
布

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

市
で
の
配
布
は
し
て
い
な
い
。

○
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」
を
活
用
し
、
生
活

保
護
費
の
上
乗
せ
支
給
を

（
や
な
ぎ
）
物
価
高
、
電
気
代
の

値
上
げ
に
苦
し
む
、
生
活
保
護
利

用
者
に
、
自
治
体
判
断
で
８
千
円

ま
で
上
乗
せ
可
能
だ
。
市
と
し
て

の
対
応
は
？

（
答
弁
）
交
付
金
を
活
用
し
、
生

活
保
護
受
給
世
帯
に
支
援
す
る
予

定
は
な
い
。
電
気
ガ
ス
料
金
な
ど

の
物
価
高
騰
に
伴
う
保
護
費
の
調

整
、
酷
暑
を
考
慮
し
た
、
新
た
な

加
算
な
ど
国
に
要
望
し
て
い
く
。

下総基地で整備・訓練して

いる海上自衛隊P3C哨戒機

○
村
越
前
市
長
の
施
策
な
ど
の

検
証
結
果

（
や
な
ぎ
）
い
ち
か
わ
未
来
創
造

会
議
は
、
社
会
実
証
実
験
の
や
り

方
、
マ
ス
コ
ミ
を
使
っ
た
宣
伝
な

ど
市
民
生
活
と
は
距
離
が
あ
っ
た
。

し
っ
か
り
と
し
た
検
証
が
必
要
で

は
な
い
か
？

(

答
弁
）
情
報
提
供
が
不
十
分
だ
っ

た
。
検
証
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
今

後
は
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
市
民
の
通
信
手
段
の
確
保

（
や
な
ぎ
）
大
規
模
災
害
時
の
通

信
手
段
と
し
て
、
避
難
所
に
特
設

公
衆
電
話
を
設
置
す
る
見
込
み
は
？

（
答
弁
）
現
在
、
避
難
所
と
な
る

小
学
校
38
校
は
設
置
済
み
、
本
年

度
中
に
中
学
校
15
校
と
義
務
教
育

学
校
に
設
置
予
定
。
今
後
、
公
民

館
へ
の
設
置
を
考
え
て
い
く
。

○
防
災
へ
の
取
り
組
み

（
や
な
ぎ
）
地
域
住
民
の
防
災
学

習
に
つ
い
て
副
読
本
な
ど
の
活
用
、

講
師
の
派
遣
な
ど
で
き
な
い
か
？

（
答
弁
）
要
望
に
応
え
て
い
く
。

○
高
齢
者
へ
の
見
守
り
支
援

（
や
な
ぎ
）
あ
ん
し
ん
電
話
見
守

り
支
援
事
業
、
高
齢
者
見
守
り
支

援
事
業
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

が
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
だ
と

の
安
心
に
つ
な
が
る
事
業
だ
が
、

現
状
と
課
題
は
？

（
答
弁
）
あ
ん
し
ん
電
話
利
用
は

１
０
８
３
人
、
８
割
以
上
が
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
だ
。
高
齢
者
見
守

り
利
用
は
96
人
。
本
市
の
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
は
２
２
０
０
０
人
、

利
用
率
は
約
4.7
％
と
低
い
。
更
な

る
普
及
に
努
め
て
い
く
。

○
小
中
学
校
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策

（
や
な
ぎ
）
県
内
の
小
中
学
校
が

使
う
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
が
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
攻
撃
を

受
け
た
。
本
市
の
校
務
用
パ
ソ
コ

ン
の
不
正
ア
ク
セ
ス
防
止
対
応
は
？

（
答
弁
）
本
市
の
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
セ

キ
ュ
リ
テ
イ
は
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
対
策
な
ど

不
正
ア
ク
セ

ス
の
防
止
、

被
害
を
最
小

限
に
抑
え
ら

れ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。


